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地方における訪日外客の動向

• わが国の訪日外客数（2008年）は835万人、内観光目

的の外客数は６０５万人

• その内、韓国（１８９万人）、台湾（126万人）香港（51万
人）、中国（46万人）の４カ国で423万人と72％強を占

める
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資料：JNTO 「訪日外客訪問地調査2007－2008」

居住国別のブロック別訪問率（2008年） （単位：％）
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韓国客の都道府県別訪問率(全外客、２００８年)
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資料： JNTO 「訪日外客訪問地調査2007－2008」
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女満別

・関東＞九州＞関西の訪問が多いが、各
地の定期便を活用し全国を広く訪問

・訪日動機：温泉＞日本食＞ショッピング
＞繁華街歩き等が多い

・周遊旅行が主体だが、ゴルフ、スキー、
教育旅行、ハネムーン等の目的もあり

・バスの移動が主体（新幹線利用はごく一
部）
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台湾客の都道府県別訪問率(全外客、２００８年)
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資料： JNTO 「訪日外客訪問地調査2007－2008」
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・関東＞関西＞中部＞北海道の訪問が多い
が各地の定期便及びチャーター便を活用
し全国を広く訪問

・訪日動機：ショッピング＞温泉＞自然景観
＞日本食等が多い

・周遊旅行が主体、一部にゴルフ目的もあり
・バスの移動が主体、ごく一部に新幹線等の
鉄道、飛行機の利用あり
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香港客の都道府県別訪問率(全外客、２００８年)

資料： JNTO 「訪日外客訪問地調査2007－2008」
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・関東＞関西＞北海道＞中部への訪問が
多い

・訪日動機：ショッピング＞日本食＞温泉
＞自然景観が多い

・周遊旅行が主体
・バスの移動が主体、ごく一部に新幹線やフェ
リーの利用あり
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中国客の都道府県別訪問率(全外客、２００８年)
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資料： JNTO 「訪日外客訪問地調査2007－2008」
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・関東＞関西＞中部への訪問が多い
ゴールデンルートの利用が主体

・訪問動機：ショッピング＞温泉が多い
富士山観光が人気

・広域の周遊が多い
・バスの移動が主体、一部に新幹線、フェ
リーの利用あり
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訪日外客と人口との関係

①都道府県別にみた外客（観光客数）と人口との関係
観光客数（10万人以上、単位：万人） 人口1万人当たり観光客数（単位：人）
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資料：ＪＮＴＯ訪日実態調査（２００６－２００７）

大都市を含む
都道府県が上
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地方の観光県
が上位に入っ
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②都道府県別にみた外客（延宿泊者数）と人口との関係
延宿泊者数（15万人以上、単位：万人） 人口1万人当たり延宿泊者数（単位：人）
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資料：国交省「宿泊者実態調査」（２００７）
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③観光地別にみた人口１万人に対する延宿泊者数
（単位：人）
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都市型観光地の宿泊比率は低い

温泉地やリゾートを抱える観光地では宿
泊比率は高く、地域への影響も大きい

滞在型観光地では宿泊比率は
高く、地域への影響も大きい

資料「地域いきいき観光まちづくり2008－外国人で賑わうまち」国交省2006年8月
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地方において外客が増える要因
• 観光目的の訪日外客の訪問地は、初回より2回目以上、

団体旅行より個人旅行、パッケージ旅行より非パッケー
ジ旅行客の方が訪問地数は多くなる傾向にある

→地方に足を伸ばす、あるいは地方を目的的に来訪

する外客が増える可能性が拡大

訪問回数及び旅行形態からみた訪問率別の訪問地数

（単位：箇所）
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資料：ＪＮＴＯ「訪日外客訪問地調査（２００７－２００８）」
(C)Mr. Hiroshi KEZUKA, Institute for Transport Policy Studies, 2009



リピート率と再訪日希望（観光目的）

・観光目的の外客全体ではリピーターが初回を上回る。

・香港、台湾、韓国はリピーターが多く、中国は米国・英国

同様に初回が多い。

・どの国も再訪日希望は多い。

（単位：％）
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資料：ＪＮＴＯ「訪日外客訪問地調査（２００６－２００７）」
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訪日回数と訪日動機の関係
・リピーターに人気の日本食、温泉、自然景観、雪・ス

キーは地方ならではの提供可能な魅力
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資料：ＪＮＴＯ「訪日外客訪問地調査（２００７－２００８）」
(C)Mr. Hiroshi KEZUKA, Institute for Transport Policy Studies, 2009



これからの訪日外客の動向

・リピート客の増加は行動パターン（周遊・滞在）の多様

化をもたらし、地方における外客誘致の機会を拡大

リピート客の増加

行動パターンの多様化

周遊の多様化 滞在の多様化

・広域周遊（数ブロック）
・地域周遊（ブロック）
・地域連携（離れたブロック）

＋
・一般観光
・テーマ観光（食、アニメ、アート、
花、産業など）

・都市観光（大都市滞在）
・リゾート（スキー・ゴルフ・ハネムー
ン等）

・体験観光（エコツーリズム・グリーン
ツーリズム、ラーニングツーリズム
などのニューツーリズム）
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地方における外客誘致の課題

①地方空港における国際定期便やチャーター便の拡大、外
国エアラインの国内運航の拡大→地方空港利用促進のた
めの各種支援制度→旅客数の確保が課題

②低価格化路線からの脱皮→印象・満足度への影響が懸
念（富裕層誘致も一案）

③地方ならでは観光魅力の向上と発信→観光関連補助制
度を活用した施設整備や受入体制の強化、地域資源を多
角的に活用したニューツーリズムの掘り起こし→ブランド
力の強化、観光地の質的向上（点から面の魅力へ、施設
から環境・景観重視へ）が課題

④広域連携による多様な旅行商品の造成とプロモーション

（国際観光テーマ地区、観光圏、その他テーマに基づく

ルートやエリアなど）→組織のコーディネイト力が課題
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